The Spread of "Sokorahen(Demonstrative Pronoun + -rahen) " to Standard Japanese: The Expansion of its Area of Use in the Mid to Late 20th Century by 佐藤  亜実
「そこらへん(指示代名詞+ラヘン)」 の共通語化 :
近現代における使用地域の拡大について











































































1974 (昭和49) 年から 1988 (昭和63)年にかけて全国72地点を調査した結果をまとめ
たものである。話者には、 1892 (明治25)年生まれの人を筆頭に490名が選定されてい






































ける話者全体の平均生年は1910 (明治43) 年であうた。吉田(1984) に従い、言語形成
期を満3歳-12、 3歳ごろとすると、 1923 (大正12)年ごろまでには当該地域で指示代
名調+ラヘンの使用がなされていた可能性が高いと考えられる。
ここ・そこ・あそこ・どこ+ラヘン ここ・そこ・どこ+ラへン どこ+ラへン
地点 平均生年 地点 |平均生年 地点 平均生年l
群馬県高崎市(7) 1904 東京都心部(1) I 1911 滋賀県長浜市・
1913 富山県富山市(1) 1911 坂田郡山東町(22)
石川県金沢市(2) 1913 ここ・あそこ・どこ+ラへン 大阪府大阪市(5) 1910 
石川県七尾市(8) 1908 地点 |平均生年 兵庫県加古川市 (3) 1905 
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字遣いをあらかじめ統一しである J(p. 119 -120) と述べている。国会会議録で使用
される文字遣いに関しては、衆議院速記者養成所(1954) 、衆議院記録部・参議院記録









年9 月 25 日)
(2) 政府の補償も随て相嘗に殖えざるを得ない、斯う云った関係になるのではない
かと存じます、全よ皇遣の工合が非常に難かしいのであります(衆議院予算委員
第三分科会(大蔵省) 2号昭和 21年8 月 13 日)
(1)は現場指示、 (2) は文脈指示の用法で使用されている。本資料では、前の発言を
踏まえて自分の意見を言う場合、すなわち文脈指示用法として用いる場面が多くみ























1945 (昭和20)年 3 147 
1946 (昭和21)年 10 792 
1947 (昭和22)年 9 1942 
1948 (昭和23)年 s 2173 
1949(昭和24)年 24 2068 
1950(昭和25)年 46 2333 
1951 (昭和26)年 60 2479 
1952(昭和27)年 69 2953 
1953(昭和28)年 93 2642 
1954(昭和29)年 116 2763 
1955(昭和30)年 99 1853 
1960(昭和35) 年 130 1438 
1965(昭和40)年 206 1654 
1970 (昭和45) 年 345 1369 
1975 (昭和50) 年 346 1342 
1980(昭和55) 年 327 1129 
1985 (昭和60) 年 344 1099 
1990(平成2) 年 184 806 
1995(平成7)年 222 1121 
z∞O(平成12)年 244 1307 
z∞5(平成17)年 316 1153 















ととした。まず、 1945 (昭和20) 年から 1949 (昭和24) 年の
会議において指示代名調+ラへンを発言した40名の発
言者のうち、衆議院・参議院編(l990a) 、衆議院・参議院編























図 4 1950 (昭和 25) 年における指示代名詞+ラヘンの使用


























における話者の平均生年は1910 (明治43) 年であり、図2より 11都府県で使用がある
ことがわかった。一方で、国会会議録の調査において、指示代名詞+ラヘンを発言者
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